事例　５.４－２　　内部監査実施報告書

内　部　監　査　実　施　報　告　書

	定期内部監査
	第３回　
	社長
	管理責任者
	監査リーダー

	実施年度
	○○年度
	／

△△△△
	／

□□□□
	／

○○○○

	内部監査実施日
	１０月１５日、１０月1７日
	
	
	

	指摘事項の傾向【問題点、修正事項（＊）、改善意見、優良事項】 

＊：問題点のうち修正のみで是正処置までは必要としないもの

	
	問題点
	修正事項
	改善意見
	優良事項
	合　計

	①システム関連
	０件
	０件
	０件
	６件
	６件

	②運用関連
	２件
	２件
	３件
	４件
	１１件

	　　合　　計
	２件
	２件
	３件
	１０件
	１７件

	1． 是正の状況

· 前回監査の問題点について、各監査員による是正処置の効果確認の結果、是正処置が適切であることを確認しました。

· 今回指摘の問題点に対して、是正処置計画が策定され、計画が妥当であることを確認しました。

2． 考察

・システム上での指摘は「問題点」から「修正事項」へと質の向上が認められました。

・今回は運用状況に重点をおいて確認しましたが、環境経営システムにおける役割や関連する文書の周知が不足していることに起因する指摘が目立ちました。

	管理責任者コメント

	1． システム関連の問題点がなくなり、運用関連の問題点が２件に減少した。システムとして完成度が高まったと考えられる。今後は改善意見に基づくシステムの改善を推進する。

2． 次回の定期内部監査は、環境経営システムが経営に役に立っているかどうかの有効性監査を行う。

	社長コメント

	1． 内部監査の問題点の是正処置について、確実にフォローすること。

２．今後とも、環境マネジメントに関わる企業として、組織内に環境理念・方針を徹底し、環境経営システムの継続的な改善を図る。





























